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印刷会社 SANYO － CYP 社での胆管が

ん多発に端を発した職業性胆管がん事件に

ついて、本誌 2018 年 10 月号で報告され

た以降の動きをまとめた。

オプジーボ治験はじまる
～胆管がん労災認定者が対象～

ノーベル賞で話題となった免疫チェック

ポイント阻害薬ニボルマブ（商品名オプ

ジーボ）の職業性胆管がん労災認定者に対

する医師主導治験が、大阪市大病院と国立

がん研究センター東病院で始まった。

胆管がんに対しては、手術や抗がん剤治

療が行われる。胆管がんは予後がよくない

ことが一般的で、再発したりや抗がん剤が

効かなくなるということが少なくない。

胆管がんが多発した SANYO － CYP を

はじめとして、仕事で 1,2- ジクロロプロ

パンやジクロロメタンにばく露して発症し

た胆管がん患者で、そうした治療に行き詰

まったケースでオプジーボが奏功したケー

スがあったことなどから、医師主導治験が

実施されることになった。

これによって、治療に難渋する胆管がん

労災認定者に対してオプジーボ投与という

新たな選択肢ができた。朗報だ。

「治験」なので、オプジーボは無償提供

され、ほかの医療費には労災保険が適用さ

れる。

職業性胆管がんの今
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職業性胆管がん

詳 細 は、 国 立 が ん 研 究 セ ン タ ー の プ

レスリリースを参照されたい。(https://

www.ncc .go . jp/ jp/ informat ion/pr_

release/2019/0626/index.html)

ばく露終了から18年後に発症し死亡した
SANYO－ CYP 元労働者の報告

SANYO － CYP における胆管がん労災認

定者数は 2017 年度末までに 18 名だった。

これに、新たに退職者のＡ氏が認定され

たので同社被害者は 19 名なった。

ところが、さらに 1 名の発症が明らか

になった。

その方の症例報告が、日本外科学会発

行の「Surgical Case Reports」の（2019）

5：65 として掲載された。報告者は大阪

市立総合医療センターや大阪市大病院な

ど の 医 師。(https://surgicalcasereports.

springeropen.com/articles/10.1186/

s40792-019-0624-7)

この患者Ｍさんは、41 歳男性。黄疸と

食欲不振で入院したが、治療のかいなく死

亡した。

６ 年 間 SANYO － CYP に 在 籍 し、1,2-

ジクロロプロパンとジクロロメタンにばく

露した。離職でばく露終了となったが、そ

の 18 年後に胆管がんを発症した。

報告は今回の症例がばく露終了後長期間

を経て発症したことを念頭に「職業上の有

機溶剤ばく露歴のある労働者における胆管

がん発症を注意深く監視するための長期間

のフォローアップが必要である」と強調し

ている。

離職者向けの健康管理制度としては、

「1,2- ジクロロプロパン（重量の 1 パーセ

ントを超えて含有する製剤、その他の物を

含む）を取り扱う業務（屋内作業場やタン

ク、船倉、坑の内部など通風の悪い場所で

印刷機、その他の設備の清掃業務に限る）」

に「２年以上従事した経験を有する」者に

対して、申請に基づいて健康管理手帳を交

付し、定期検診を無料で受けられる制度が

ある。

しかし、Ｍさんは健康管理手帳の交付を

受けていなかった。

同様の元労働者は少なからずいると考え

られているが、厚労省として積極的に元労

働者に対して通知することは未だ行われて

いないことは大きな問題と言わなければな

らない。

厚労省はこの件について今年４月段階で

次のように答えている。

（要請）監督署等が把握している SANYO-

CYP の従業員・元従業員らに退職後に

健康管理手帳を取得して検診が受けられ

ると言うことを周知して頂きたい。

（厚労省回答）当該業務従事者を把握して

いないため、困難である。

（要請）これまでに 1,2- ジクロロプロパン

の使用による胆管がんが出た他の事業所

にも元労働者にこの情報を通知するよう

周知して頂きたい

（厚労省回答）事業者に対して、当該業務

従事者に通知させることはできないた

め、困難である。

オプジーボ治験のように治療手段の進展

もあるので、健康管理制度のより積極的な
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周知徹底が重要になっている。Ｍさんが健

康管理手帳を取得していれば早期発見で救

命できた可能性があった。

SANYO-CYP 社、 発症 20 名に
全国の認定累計は45名（2018年度末）

前述のＡさんとＭさんを含めると

SANYO － CYP における胆管がん発症者は

20 名（労災認定は 19 名）になった。む

ろん一企業としては突出している。

一方、同社以外での労災認定者数は 26

名で、全国合計で 45 名となった（2018

年度末まで）。2017 年度末時点よりも３

名増加した（愛知局１，大阪局１，福岡局

１）。

厚労省から提供された 2018 年度末にお

ける労災補償状況は以下の通り。

印刷業における胆管がんに関する請求件数等（平成24年度から平成30年度までの累計）

１．請求件数

110 (63) 1 (1) 12 (5) 29 (13) 21 (13) 31 (20) 16 (11)
※１　（　）内は請求時の死亡者数で内数 ※2　年齢は労災請求時（死亡者は死亡時年齢）

２．検討会の状況（2018年度末現在）

45 (20) 1 (1) 12 (5) 23 (10) 6 (3) 3 (1) 0 (0)
北海道局 2 (1) 2 (1)
青森局 1 (1) 1 (1)
宮城局 2 (0) 1 (0) 1 (0)
栃木局 1 (1) 1 (1)
埼玉局 1 (0) 1 (0)
東京局 3 (1) 2 (1) 1 (0)
石川局 1 (0)
静岡局 1 (0) 1 (0)
愛知局 5 (2) 1 (1) 3 (1)
岐阜局 1 (1)
京都局 1 (1) 1 (1)
大阪局 21 (10) 1 (1) 9 (4) 9 (4) 1 (0)
岡山局 1 (0)
福岡局 4 (2) 3 (2)

6 (6) 12 (12) 26 (22) 12 (10)
45 (20) 1 (1) 12 (5) 29 (16) 18 (15) 29 (23) 12 (10)

※１　（　）内は決定時の死亡者数で内数 ※2　年齢は労災請求時（死亡者は死亡時年齢）
※3　検討会で業務上外の結論を得た件数である。

平成30年度で平成29年度からの変更部分
平成29年度末のまとめで、削除された部分

「複数事業場」と「印刷業以外」のまとめの表が、平成29年度末から公表されなくなった。

内訳
20代 30代 40代 50代 60代 70代以上

決定件数
内訳

20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
業務上

業務外
合                 計

請 求 件 数

職業性胆管がん
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死ぬまで元気です
　Vol.17　右田 孝雄

皆さま、こんにちは。

私はオプジーボの副作用の膵炎に悩まさ

れ、約一カ月半にわたり中皮腫の治療を中

断し、膵炎の緩和に努めていたのでキャラ

バン隊活動も休止しているような状態でし

た。その間に予定していた東北各地での

キャラバン隊の講演は、同じ中皮腫患者の

藤原さんや田中さんにお任せし、私は自宅

から ZOOM機能を使って東北各地の講演

会場と繋ぎ、皆さんと交流を図りました。

お盆を過ぎてようやく体調も落ち着き始

めたので、そろそろ開始とばかりに８月

17 日に東京の国立がん研究センターで行

われた「ジャパン・キャンサーフォーラム

2019」に行きました。ここでは「中皮腫

サポートキャラバン隊」主催の講演で山口

宇部医療センターの岡部先生を講師として

お呼びしていました。前日の夜に入って、

翌日は朝から準備をして昼からの講演に備

えました。

実はこの講演の数日前に入った情報です

と、40 席あるのですが半分埋まるかどう

かという参加希望数と聞いていたので、ギ

リギリまでブログや希少がんセンターで周

知宣伝して参加者を募った結果、座る席が

足りないくらいの方が来られました。

その熱気に岡部先生も応えるように外科

手術のことを中心に熱く話されました。胸

膜や腹膜のこと、新薬や抗がん剤のことも

含めて話されていました。その後の質疑応

答にも熱心に答えて下さいました。

講演後は、別に場所を設けて「よろず相

談会」、東京大学医科学部で治験中の「ウィ

ルス療法」についての説明会を実施しまし

た。講演会参加者のほとんどの方が引き続

き参加され、我先に岡部先生へ個別質問す

るために並ばれていたり、そうでない方は

「治験」の話に真剣に耳を傾けていました。

治験の話は、私自身も興味があり既に話を

聞いていたので、病院から取り寄せたＣＴ

画像のＣＤを治験の説明に来られた先生に

渡しました。ここでの「よろず相談会」も

大好評で、時間ギリギリまで皆さん岡部先

生に質問していました。

その翌日のことです。早速「治験」の先

生からメールが来ました。ＣＤを見た結果

の説明でした。結果、私は胸水が溜まって

いないので治験はＮＧでした。今後、膵炎

が良化した後の治療についても暗礁に乗り

上げた感もありますが、さてどうするかは、

これから秋の全国行脚をしながら考えてい

こうと思います。
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近年、夏の暑さが尋常ではない。熱中症

は屋外作業に従事するあらゆる労働者共通

の問題であり、厚生労働省では「STOP! 熱

中症　クールワークキャンペーン」と銘

打った予防対策キャンペーンを実施してい

る。第13次労働災害防止計画においても、

計画初年度に当たる 2018 年からの５年間

において、2013 年から 2017 年までの５

年間に死亡した 97人から５％減少させよ

うという目標を設定している。

一方、平成 30年度のみの数値を見てみ

ると、死傷者数 1178 人（うち死亡者 28

人）と、平成 29年度と比較して死傷者数、

死亡者数ともに２倍を上回っている。この

ような背景を踏まえ、関西労働者安全セン

ターでは「熱中症学習交流会」を開催した。

今回は、建設、港湾など屋外で働く労働者

を組織する労働組合から参加者を募り、作

業現場での熱中症対策や、熱中症罹患時の

対応などについて意見交換を行った。

「熱い」現場

船舶への荷積み・荷下ろしについては、

温度による暑さだけではなく、太陽光に照

らされた鉄鋼や甲板から照り返される輻射

熱（ふくしゃねつ）にさらされたり、風の

まったく通らない環境で働き、室外機から

出る排気ですら涼しい風に思えるくらい

だ。建設現場においても同様で、防音ネッ

トで覆われた建設現場内の場合は、さらに

風通しが悪く、あるいは粉じんが発生する

中で作業をしなくてはならない。

また、トラック労働者も、運搬先の構内

や路上での待ち時間にエンジンを切る様に

指示されることでエンジンの熱で車内の温

度が上がるという。

熱中症予防対策

まずは熱中症にならないための取り組み

はどうなっているだろうか。

全港湾大阪支部安全衛生委員会の藤原崇

さんは各分会に対し、周知活動の徹底を奨

めている。全港湾安全衛生委員会による分

会職場での安全パトロールで、各分会の熱

中症対策を聴取りし、その結果を全体で

シェアできるようにしている。また、現場

においても水分摂取、こまめな休憩を呼び

かけて、さらに注意喚起のポスター、パン

フレットを配付している。懸賞付き安全標

語（表紙写真）というユニークな取り組み

熱中症学習交流会開催
真夏の作業現場の実態を報告
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熱中症学習交流会

もある。

同じく全港湾の萩原亥王さんによると、

現場では吸水・速乾力の高いドライシャツ

が導入されている。汗が絞り出せるほどの

湿ったシャツを着たまま作業を続けると、

水分を含んだシャツの重さや放射される熱

で体力が削られるためである。そのほかに

も、水、氷、冷やしたタオルをクーラーボッ

クスに入れておいて、体を冷やせるように

している。労組で要求して船に扇風機を設

置させ、風を巡回させる工夫も施されてい

る。

建設現場からは、２例が紹介された。

近畿コンクリート圧送労組の阪口充さん

は、大手ゼネコンの現場を例に出し、全身

を防護する空調服の着用が義務付けられて

いること、朝礼時にWBGT 値（暑さ指数）

の確認、飲料水補給の確認、監督による現

場管理の一環として体調不良者の発掘が盛

んに行われていることを報告した。全港湾

建設支部の川元秋男さんは、屋根施工時の

工夫として、空調服、サングラスを装着さ

せて、１時間毎に休憩を取らせて、休憩時

間中に日陰に座り込めるようにテントを設

け、スポットクーラーやミストシャワーな

どの機材の使用のほか、塩飴、スポーツド

リンクを入れたクーラーボックスを用意し

ていることを紹介した。

また、関西労働者安全センターの中村猛

さんからは、韓国での事例として、オート

バイ配送の労組が夏の安全配達料（危険手

当）の要求をしたこと、建設労組が酷暑時

の作業中止の時間の賃金補填の制度化を求

める運動をしていること紹介した。すでに

ソウル市では、ソウル市が発注した建設工

事において作業中止時の賃金を支払わせ、

その賃金をソウル市が別途事業者に支払う

ようになっているという。

発症時の対応は

罹患しないことを重視することはもちろ

んであるが、体調が悪くなったときにすぐ

に対応できるかどうかで重症化を防ぐこと

に繋がっていく。

前述の藤原さんが紹介してくれたのは

「熱中症対応応急キット」である。保冷バッ

グ内に入っているこのキットには瞬間冷却

剤のほか、冷却スプレー、タブレット、飲

料水が含まれ、保冷バッグごと船内に投げ

入れて救急処置ができるようになってい

る。

熱中症は監督署への報告の際に、療養補

償給付の請求書を作成するだけではなく、

ドライシャツを紹介する萩原さん
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労災隠しにつながらないために、健康保険

利用状況のチェックも行われている。

仕事に対するスタンスは？

暑さ故に早く作業を終わらせようとする

気持ちは誰もが持つ。また、現場作業は人

の技術に依る作業であり、できるだけ早く

終わらせようという心理が働く。さらに

チームワークを徹底させると、自分の休憩

が他の作業者の負担につながることを考え

ればなかなか休憩に入ることができない。

加えて、早く終わらせることはそのまま作

業者の技量を反映すると考えられることか

ら、率先して仕事を優先する作業者が現場

を牽引するだろう。

ところがWBGT 値に従って作業を中断

すると、まったく仕事ができなくなってし

まう。「ばく露しない」ことを目的とした

化学物質対策と異なり、「暑くない」こと

を求めると、すでに熱中症予防の項目で述

べたような体を冷やすなどによってWBGT

値の軽減をするほかなく、作業をしながら

行うことに限界があるためである。

また、作業者が我慢する風潮も見られる。

現場での注意喚起は毎朝行われているが、

全港湾の萩原さんによると「デッキマンや

クレーンオペレーターは、仕事の流れを止

めないよう、トイレに行かずに済むように、

水を摂らない者もいる」という。

作業中止を徹底する規制が必要か？

事業者は、このような労働者の自主性に

頼って責任を放棄してはならない。労働安

全衛生法 22 条には、「事業者は、次の健

康障害を防止するため必要な措置を講じな

ければならない」として、第２項に「高温」

をあげている。事業者の義務として熱中症

対策を講じなければならず、違反には罰則

もある。WBGT 値が限界にある作業場で

は作業をさせないということを、行政庁が

主導してどこまで徹底することができるだ

ろうか。

また、現場で健康を守ろうとする意識も

重要で、熱中症が生命にかかわること、治っ

たあとも後遺症のように体調不良が残るこ

ともありうる。今後の職業生活に大きくか

かわってくることなので、一時的な病気と

侮らずに罹患しないことを目標として、今

後も労働組合との交流を通じて職場の工夫

を集めていく予定である。

熱中症学習交流会

全国労働安全衛生センター連絡会議（略称：全国安全センター）は、
働く者の安全と健康のための全国ネットワークとして、1990 年５月２日に設立されました。
最新情報満載の月刊誌「安全センター情報」を発行しているほか労働安全衛生の取り組みを行っています。
いつでもお気軽に度相談、お問い合わせください。

●購読会費（年間購読料）：10,000 円　●一部：800 円
●お申し込み：全国労働安全衛生センター連絡会議
　Tel:03-3636-3882 Fax:03-3636-3881  URL: http://joshrc.info/

安全センター情報
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全日本建設運輸連帯労働組合関西地区生

コン支部は、生コンの製造・運搬を行う事

業所で働く労働者を組織する産業別労働組

合である。組合員の多くは生コン関連産業

の従業員であり、彼らの働く事業所が中小

企業であるため、売り主であるゼネコン、

商社からの買い叩きなど、過当競争に巻き

込まれやすい業界である。この状況を打破

するため、事業者に対して経営協同組合の

結成を働きかけ、雇用の安定やゼネコンか

らの生コン買い叩きに抵抗する力を労使で

培ってきた。

適正価格の収受は、運賃の適正化、強い

ては労働者の雇用を守り、賃金を改善する

ことができる。しかし協同組合は生コンの

価格上昇での利益を確保する一方、運賃引

き上げの要求に応じなかった。これに対し、

生コン支部がストライキで対抗したとこ

ろ、交渉相手である大阪広域生コン協同組

合がストライキを威力業務妨害と主張、そ

こから権力の介入が始まった。

逮捕者が相次ぐ中、大阪広域生コン共同

組合は「警察に捕まったということは、悪

いことをしたのだ」という主張を展開する。

しかし何をしたのかということは一切述べ

られていない。単に、生コン支部を誹謗中

傷するに留まり、裁判の経過すら報告され

ない。むしろ堂々と逮捕の不当性、労働組

合活動の正当性を主張しているのは生コン

支部とその支援者である。

この一連の流れにおいて、関西労働者安

全センターとしては、生コン支部の活動の

うち、「コンプライアンス活動」が官憲に

犯罪として認識されたことに注目してみた

い。

◆コンプライアンス活動とは何か
コンプライアンスとは、文字通りの解釈

を行うとすれば「法令順守」となるが、単

に法律を守るだけではなく、社会規範や企

業倫理など、企業の社会的責任全体に及ぶ

範囲を守ってこそコンプライアンスを重視

していると言える。

とりわけ労働安全衛生に関しては、労働

安全衛生法においてもその目的条文に、「労

働災害の防止のための危害防止基準の確

立、責任体制の明確化及び自主的活動の促

進の措置を講ずる等その防止に関する総合

的計画的な対策を推進することにより職場

における労働者の安全と健康を確保すると

ともに、快適な職場環境の形成を促進する

ことを目的とする。」と掲げられていると

おり、法は安全衛生の最低基準を定めたも

のではなく、より良い職場環境を作ってい

くために不断の努力が求められる。そのた

め、安全衛生分野におけるコンプライアン

労働組合によるコンプライアンス活動は
業務妨害か？
連帯労組関西生コン支部不当逮捕事件
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関西生コン不当逮捕事件

ス活動は、労働者の生命身体に対する危険

を徹底的に取り除く運動だと言える。現場

で働く人たちにとって、就業中は、効率や

納期などの観点から、ついおろそかになり

がちなコンプライアンス活動であるが、労

働組合が細かく指摘することで普段見過ご

しがちな危険を減らすことができるため、

奨励されて然るべきである。

◆関生支部が行ったコンプライアンス活動
とは？
実際に関生支部が行ったコンプライアン

ス活動とは何だったのだろうか。いくつか

挙げてみると、①工事用の車両に車検済み

ステッカーを貼っていないため警察に通報

した、②道路の汚れを清掃するように求め

た、といったことである。

1点目は定期的に行われるべき工事用車

両の自動車検査登録制度上求められる検査

が適切に行われているか確認していること

を指すが、自動車の使用によって当然発生

する装置の劣化、摩耗について検査し、保

安基準内に収っているかどうかは、現場内

における事故や排ガスのばく露を抑制する

ためにも重要な項目であると言える。ただ

でさえ危険な物体である自動車が適正に管

理されているかどうか確認し、不適正な車

両があることを管轄する行政機関に通報す

ることが非難されるいわれはない。

2点目は整理整頓というあらゆる労働現

場に共通する、最も基本的な事項である。

安全標語においても、４Ｓ（整理、整頓、

清掃、清潔）、５Ｓ（整理、整頓、清掃、

清潔、しつけ）という文言が常に利用され

ているように、職場において必要なものが、

然るべき場所におかれ、現場が清潔に保た

れ、これらをもって職場の安全確保と労働

者の健康を守ることに資することを目的と

している。工事車両が出入りする道路につ

いても、そこが実際の作業現場でなくても

当然作業場の延長として捉えられるべきで

あるから、労働者が事業所に求めてもなん

ら不自然なことではない。

いずれの事項も、「少しくらいよいだろ

う」と軽視されがちなことかもしれないが、

ハインリッヒの法則にも見られるように、

重大なコンプライアンス事案１件の背後

に 300 件の小さな「ちょっとくらい」が

◆当事者である萱原茂樹さんのコメント

資本主義社会では、コストを下げることが最重要と
されている。下請企業発注費や、人件費、安全を守る
ための適切な経費など、目に見えにくいコストが切り
捨てられている。
このような環境でさらにコンプライアンス違反を指
摘することを犯罪とするならば、違反を容認すること
になるのではないだろうか。
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内在していると考えると、その芽はひとつ

ひとつ潰していかなくてはならないはずで

ある。また、建設現場では職人が元請の監

督にヒヤリヤットの報告などすることはな

く、むしろ、監督の性格や現場の力関係か

ら多少のコンプライアンス違反を強要され

ることもあるかもしれない。そのために労

働組合が安全パトロールやコンプライアン

ス活動を行ない、労働者の安全と健康を守

ることにつながるのであるから、軽微な不

備の指摘を繰り返して業務を妨害した、と

は到底言えないし、そもそも軽微な不備こ

そがいつか重大な事件につながるというこ

関西生コン不当逮捕事件

とを無視していることになる。

コンプライアンス活動とは、生身の人間

の、交換の効かない身体を守るための労働

組合の活動である。この活動が阻害される

ような介入は一切許されてはならない。

「余命」１年と告げられ 18 年後の今
を生きる「中皮腫」患者の闘病記録

栗田　英司　著

■出版社：星湖舎
 http://sksp.biz/index.html
■体裁：四六判、本文 184 頁、ソフトカバー
■定価：本体 1500 円＋税
 ISBN978-4-86372-097-8 C0095

●「中皮腫・アスベスト疾患・患者と家族の会」会員
●「日本肺がん学会」ガイドライン検討委員会胸膜中
皮腫小委員会委員

【お問い合わせ】
関西労働者安全センター
　TEL:06-6943-1527
　FAX:06-6942-0278
　mail to:koshc2000@yahoo.co.jp

「中皮腫サポートキャラバン隊」として、日本全
国のアスベスト疾患患者のピアサポート活動に邁
進する栗田英司氏。

33 歳の時に「上皮型悪性腹膜中皮腫」との診
断を受け、余命 1 年と宣告されたにもかかわら
ず、その後 18 年を今も前向きに生き続ける。中
皮腫の診断イコール余命 1 年や 2 年などという症
例が多いなか、「希望の星」と称えられる著者、渾
身の闘病記です。くわえて、著者以外の、長期生
存や元気に生活する 6 人の中皮腫患者へのインタ
ビューもあわせて掲載。病と向き合い、闘うため
のヒントを多く得ることのできる、貴重な書です。
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たか
化という人口構成を表しているといえよ

う。ただ、労働安全衛生対策をめぐる行政

施策が、ほぼ労働者に限定されてしまって

いる現状の問題を浮き彫りにしているとい

えよう。

さて、そもそもこの死亡災害のデータは

どこから出てきたのだろうか。厚生労働省

は、都道府県労働局と労働基準監督署が把

握したものを、2013 年から毎年ＷＥＢの

労働災害統計ページに掲載している。労働

安全衛生法上、労働基準監督署に届け出が

必要なのは労働者に限られるが、工事自体

に各種の届出が必要な建設業については、

労働者以外の死亡災害情報は実際問題とし

てほとんど把握できることになる。その数

字を集計して公表しているというわけだ。

ただ逆にいうと、死亡災害には至らない

休業災害などの場合は、元方事業者も含め

て何の法的義務も生じないことから、正確

な数字に近づくことはほとんど不可能であ

ることが想像される。

公表された数字でさらに目を引くのは、

死亡災害被災者のうちの特別加入者の割合

である。2018 年の 96 人のうち、特別加

その 30：一人親方等
増える建設業一人親方等の死亡災害

建設業で一人親方等の労働災害が増えて

いる。「一人親方等」というのは労働者を

使用しないで一人で事業を行う一人親方、

それに労働者を使用しながら自らも働く事

業主、役員、家族従事者を指している。つ

まり、労働基準法でいう「労働者」にあた

らない人たちのことだ。

最近の死亡災害発生状況をみると、

2017 年で 103 人、昨年で 96 人となって

いる。労働者死傷病報告にもとづく数字

（つまり労働者）では、2017 年が 978 人、

昨年が 909 人、建設業に限ると 2017 年が

323 人、昨年が 309 人となっている。こ

う見ると、労働者以外に約 100 人にのぼ

図表１

る死亡というのは尋常ではな

い。

事故の型別の分析をみる

と、「墜落・転落」がなんと

６割を占めている（図表１）。

年齢別では、60 歳以上が

65％を占めている（図表２）。

こうした一人親方等の死亡災

害発生状況の特徴は、建設業

をめぐる経済動向や少子高齢
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入者は 61 人、未加入者は 35 人となって

いる（図表３）。さらにここから中小事業

主等を除いて「一人親方」だけに限定し

た数字をみると、全死亡者 55 人のうち 25

人が未加入者となっている。結局これらの

遺族は、労災保険の適用を受けることがで

きていないわけだ。

死亡災害の個々の事例について詳しい情

報はわからないが、一人親方等の労働災害

の場合、ほんとうに労働者ではないのかと

いう問題がいつも付きまとう。実際には別

の事業主の指揮命令の下で働いていなが

ら、請負と称して働いている労働者が常に

図表２ 存在することについて、

行政の側がさらに監督を

強化する必要があるだろ

う。

労働者でない「働く人」
の災害防止対策を

厚生労働省はこうした

事態に対して、「建設業

一人親方等の皆さまへ　

図表３

建設現場の災害をなくしましょう！」と題

したリーフレット、安全衛生研修用テキス

ト「建設業で働く一人親方等のための安全

衛生管理」を作成、ＨＰからダウンロード

できるようにしている。しかしこれらの対

策は、法的な裏付けが存在せず、単なる啓

蒙でしかないところが大きな問題だ。

毎年わかっている建設業だけで 100 人

の死亡。以前、労働者でない農業従事者の

死亡が毎年 300 人を超えていることとあ

わせて、根本的な対策をとらなければ、「働

く人」の労働災害防止は進まないといえる。
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主催：厚生労働省
後援：大阪府
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議

過労死等防止対策
推進シンポジウム
過労死等防止対策
推進シンポジウム

近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の
労働問題によって多くの方の尊い命や心身の健康が
損なわれ深刻な社会問題となっています。
本シンポジウムでは有識者や過労死をされた方の
ご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、
防止対策について探ります。
ご遺族にもご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、
防止対策について探ります。

コングレコンベンションセンター
ルーム1.2.3
（大阪市北区大深町3-1 グランフロント大阪 北館 B2F）

［定員］250名

会場

日時 2019年11月27日（水）
14：00～16：30（受付13：30～）

参加
無料

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

「過労死防止と強化された
 産業医の役割」
産業医科大学 産業衛生教授
（日本製鉄（株）君津製鉄所 総括産業医）

宮本 俊明 氏

「ハラスメント規制の法制化
 －企業に問われる雇用管理上の措置義務とは」
弁護士

大橋さゆり 氏

●講演

過労死をゼロにし、健康で充実して
働き続けることのできる社会へ

大阪 会場
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韓国からの
ニュース
■非正規職に危険情報共有せず起こった悲惨
な事態
ソウルの雨水ポンプ場施設の工事現場で、

水路にいた労働者３人が、突然の豪雨で大量

に流入した水に巻きこまれて死亡した事故に

ついて、労働・市民・社会団体が「下請け非

正規労働者と危険情報を共有せず、安全装備

を支給しなかったために起こった悲惨な事

態」と非難した。

先月 31 日、施設の点検のために地下 40

メートルの水路に入った現代建設の協力業者

の労働者２人が、突然の豪雨で水門が自動で

開放され、水流に巻きこまれた。施工者の現

代建設の職員１人が危険を知らせに降りて

行って、一緒に被害に遭った。

「非正規職もう止めよう 1100 万非正規職

共闘」は声明を出して、「豪雨が降れば水門

が自動で開かれるのに、施工者の現代建設は

施設を点検しろと非正規労働者を行かせた｣、

「なぜ非正規労働者に現場の情報が正しく共

有されず、連絡手段もなかったのか」と反問

した後、「協力業者だといって仕事をさせら

れ、自社の職員ではないという理由で情報さ

えも共有されない非正規職の現実が殺した」

と嘆いた。

「（社）キム・ヨンギュン財団準備委員会」

は声明を出して、「無線機でもあれば連絡を

受けられたし、チューブでもあったら死なな

い命だった」とし、「キム・ヨンギュンの死も、

下請けだからといって不安全な設備で働いた

ために発生した事故だった。外注化・下請け

化された危険が、労働者を殺している」と指

摘した。2019 年８月２日　毎日労働ニュー

ス　ペ・ヘジョン記者

■キム・ヨンギュンの朗読歌劇「待つ」公演
キム・ヨンギュン財団準備委員会は「キム・

ヨンギュンを記憶して記録する朗読歌劇『待

つ』をリリースする」と発表した。

「待つ」は、キムさんが泰安火力発電所の

下請け労働者として就職し、入社２ヶ月目に

産業災害で亡くなるまでの過程を朗読と歌で

見せる。舞踊と写真もリリースする。

「待つ」を作ったのは専門の芸術家ではな

い。キムさんの死を契機に、非正規職問題の

解決と危険の外注化を解決すべきだという共

感を持っている人たちが集まって、劇を作っ

た。キムさんのお母さんのキム・ミスクさん

が作詞した曲を発表する。「生命の尊さが分

からない彼らに向かって、私は残った人生を

懸けます。私がすべてできなければ、私の後

に続いてまた誰かが共にするでしょう」。キ

ム・ミスクさんが作った歌「そこから出て行

きなさい。お前たちも生きなくちゃ」の一

節だ。2019 年８月９日　毎日労働ニュース　

チェ・ジョンナム記者

■キム・ヨンギュンの死因は「危険の外注化」
「キム・ヨンギュンは作業指示、業務規則

に違反したのではなく、指示を忠実に守った

ために死んだ」。

「故キム・ヨンギュン死亡事故真相究明と

再発防止のための石炭火力発電所特別労働安

全調査委員会」( 特調委 ) が４ヶ月間の活動

を終えて、19日に調査結果を発表した。

特調委は事故の原因を石炭火力発電所の元

請け・下請け構造と指定した。民営化のため

に工程を無理に分けた後、色々な協力会社に

外注した結果、危急な状況への備えができな
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い程現場の疎通が断絶し、労働者が常時産業

災害の危険に曝されているということだ。

特調委は発電所労働者１万人に対するアン

ケート、産災承認統計、健康診断資料などを

分析して、「危険の外注化」が現場に実存す

ることを立証した。

下請け業者所属の労働者は、元請けの発電

会社所属の労働者よりも最大 8.9 倍も危険の

レベルが高く事故と中毒の危険に露された。

特調委は「下請け会社が、現場労働者の取

り分として発電会社から受け取った『直接労

務費』の半分ほどを支給せずに持っていった

と推定される」とした。特調委が労働者が納

付した健康保険料から人件費を逆算した結

果、下請け労働者は直接労務費の 47～ 61%

しか受け取っていない。下請け非正規職労働

者の被災の危険を低くして、劣悪な処遇を改

善するためには「協力会社の労働者の直接雇

用・正規職化」は避けられないと勧告した。

発電会社で 2014 ～ 2018 年の 5年間に仕

事中に怪我をしたり死んだ人数は 371 人だ。

元請け所属が 26人で、下請け協力会社所属

が345人。死亡者21人は全部下請けだった。

子会社の労働者は元請けの労働者より、作業

中に事故に遭ったり中毒になる確率が 7.1 倍

高く、荷役業者と協力会社の労働者は元請け

労働者のそれぞれ 8.1 倍と 8.9 倍だった。

特調委が作業中の事故で損傷を受ける可能

性がある要素を分析した結果、墜落・転倒・

衝突の危険など「不安定な作業環境」が 0.278

で最も高く、「元請け・下請けの違い」が 0.208

で続いた。特調委はその理由として、元請け・

下請け間の「疎通の断絶」を挙げた。現場で

危険を問題提起しても、下請けの管理者を経

て元請けに到達した後、元請けの意思決定を

待って、逆順で現場に降りてくる。その間に

危険要素を除去しようとする努力はうやむや

になったり、適切な時期を逃す。

下請け業者の複雑な業務分担も問題だ。泰

安火力発電所の 5～ 8号機の設備整備だけ

で6社の協力会社が投入されている。この間、

責任の所在を区分しようとする手続きだけ強

化された。

不法派遣を回避するためだけの元請けの消

極的対応は、また別の原因だ。泰安火力発電

所の燃料環境設備の運転業務は、工場のライ

ンで行われる「連続工程」で、元請けの指揮・

監督が不可欠な環境なのに、外注化によって

分断された。下請け労働者に対する元請け管

理者の直接指示や指揮・監督は不法派遣にあ

たるため、元請けは下請けの状況室を介して

現場労働者と間接的に意思疎通している。特

調委は「統合運営の方向に進むべきだ」と指

摘した。

特調委は現場調査で、石炭を取り扱う労働

者が発ガン物質などにばく露する可能性を

確認した。燃焼施設に供給する前に、石炭

を室内に保管する施設である屋内貯炭場で

は、結晶性遊離ケイ酸、ヒ素、鉛、ニッケ

ル、ベンゼンなどの発がん性物質が検出され

た。結晶性遊離ケイ酸は基準値を7倍上回っ

た。粉じんによる労働者の健康悪化も調査さ

れた。特調委が健康診断資料によって 2013

年と 2018 年の労働者の肺機能を１秒率で比

較した結果、運転業者の労働者の場合、平均
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10% 程度、肺機能が低下したことが分かっ

た。2019 年８月 19 日　京郷新聞　イ・ヒョ

サン、チョン・テヨン記者

■筋骨格疾患の産災認定、男性 79% vs 女性
21%
雇用労働部の「2017 年産業災害現況分

析」によると、筋骨格系疾患が業務上疾病

と認められた 5195 人のうち、女性労働者は

21.4% で、男性労働者 (78.6%) の 4 分の 1

近く少ない。同年の経済活動人口比率は女性

が 42.4%、男性が 57.6% だが、業務上災害

判定比率にはなぜこのように大きな違いが生

じるのか？　筋骨格系疾患から「安全な」仕

事に、女性が男性よりも多く従事しているた

めだろうか？

民主労総・政策研究院が 20日に出したイ

シューペーパー「女性労働者の労働環境は安

全なのか？」は、このような結果は「労働安

全・保健関連法が、伝統的に男性が集中して

いる危険作業に重点を置いているため」と分

析した。筋骨格系疾患が業務上疾病と認定さ

れた業種の１は製造業 (42.5%) で、その次は

建設業 (12.9%) だ。二つとも男性従事者の比

率が女性より高い業種だ。一方、この疾患が

よく現れる学校給食労働者などが含まれた教

育サービス業での業務上疾病認定率は0.44%

に過ぎない。大型マート労働者 ( 卸・小売業 )

でもやはり筋骨格系疾患が多く訴えられる

が、これらの認定比率は消費者用品修理業と

合わせても 10.22% だ。イシューペーパーを

作成したチョン・ギョンユン政策研究委員は

「これは筋骨格系疾患の危険においての性別

の差と、男性集中産業に比べて女性集中産業

での労働安全が見過ごされた結果」と解説し

た。

イシューペーパーを見れば、この 2年間に

メディアに掲載された女性労働者の健康に関

する報道の分析でも、女性労働者の安全が法

的・制度的に軽視される現象が確認される。

2017 年５月～ 2019 年６月に主なメディア

で報道された女性労働者の健康問題は全部で

16 件で、大きく△大型マート・デパートな

どの販売職労働者とコールセンター労働者な

ど、顧客応対職種の感情労働と、△男性集中

職種、家庭訪問サービス業などでの性暴行の

二つに分けられる。

感情労働の場合、昨年から施行されている

改正産業安全保健法は、労働者の健康障害

の予防措置を事業主が執るようにしている。

チョン政策研究委員は「販売職労働者の大多

数は流通売り場などで、場所借り、販売委託

など、間接雇用の形態で働いているのに、こ

れらの保護措置に関する元請けの責任強化策

はない」として、実効性に疑問を提起した。

性暴行もこれと似ていて、職場内セクハラは

男女雇用平等法上の罰則対象に、上級者・同

僚が含まれておらず、加害者がこれらの場合

には処罰できないことが問題だとした。最近、

都市ガス点検員の安全対策の要求が激しいこ

とからも確認されるように、顧客のセクハラ

を制裁できないのも限界だと指摘した。「安

全事故予防と健康増進のための多くの規定

が、男性と女性の身体的・社会的・心理的な

差を考慮しないまま『標準的な男性労働者像』

によって設定されている」として、「この問

題を解決するには『性認知』の労働安全・保

健政策に焦点を変えなければならない」と主

張した。2019 年８月 20 日　ハンギョレ新聞　

チョ・ヘジョン記者　（翻訳：中村猛）



関西労災職業病 2019.9 No.50318

60歳保温工の腹膜中皮腫
親子2代のアスベスト被害

千　葉

保温工の M さんから

2018 年８月「中皮腫と言

われている」と相談があっ

た。

20 年前の 1999 年、父親

で保温工Ｔさんから相談が

あって支援した経緯があっ

た。

Ｔさんはじん肺管理区分

管理３イ、続発性気管支炎

と大阪労働局から管理区分

決定を受け労災請求し、福

島県のいわき労基署から労

災認定を受け、残念ながら

亡くなられた。

そのＴさんのもとで保温

工として働くようになって

約 40 年仕事をした息子さ

んが大阪市内の病院で腹膜

中皮腫と診断を受けたとい

うことだった。

その後、腹膜中皮腫の手

術を多く手がけている岸和

田徳州会病院腹膜播種セン

ターを受診し、治療を開始

した直後の同年 10 月に急

逝された。享年 60 歳。

その間、環境再生保全機

構に救済給付を申請し、労

災請求を準備していたのだ

が、機構の方は「申請中死

亡者に係る決定申請書」を

提出した。2019 年 3 月に

認定決定通知が届いた。

労災請求については、遺

族補償請求を千葉労基署に

提出した。最終の石綿ばく

露をしたとみられる会社

が同署管内だったためだ。

2019 年８月、支給決定通

知が遺族に届いた。

発電所、石油プラントな

ど多数の現場で仕事をして

きた方で典型的なアスベス

ト労災被災労働者だった。

中皮腫と診断されてから、

ほとんどなすすべなく亡く

なった推移に呆然とするば

かりで、せめてもっと有効

な治療方法があれば、と感

じないではいられない。

父親につづいて、そして

父親よりもずっと若くして

亡くなってしまったＭさん

の死亡を前にして、「これ

をどうしてくれよう」と思

うばかりだ。

写真はMさんの放射線管

理手帳、原子力発電所でも

作業をした
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8月の新聞記事から
ハラやパワハラを行っている幹部・職員が昇進を続けて
いる」を理由に挙げた。「業務量が多い」と感じている
人は 65％。業務量が増える原因は「人員不足」が 67％
で最多だった。提言は、「圧倒的な人員不足」でミスや
不祥事が起きやすくなっていると指摘。職員の増員や業
務の効率化、人事制度の改善などを求めた。

8/27 「ユーチューブ」に投稿された動画で誹謗中傷さ
れ、社会的信用を損なう恐れがあるとして、日亜化学工
業（阿南市）が米ユーチューブ社を相手取り、動画の削
除を求めた訴訟で、徳島地裁がユーチューブに削除など
を求める仮処分命令を出した。発令は８日付で、動画削
除のほか、発信者情報の開示も求め、ユーチューブは応
じる方針。昨年４月に元従業員を名乗る者が、日亜化学
の製造現場が不衛生であるほか、実在する従業員による
パワハラ行為があったと指摘する動画を投稿し、日亜化
学は「事実に基づかない内容」として６月に削除を依頼
したが、ユーチューブが応じなかったため、10 月に提訴
し、仮処分を申し立てた。

8/29 太陽光発電設備会社（神戸市中央区）の部長が、
草刈りだけを行う担当に異動させられたのはパワーハラ
スメントに当たるとして、元社員の男性（53）が、会社
に約 360 万円の損害賠償を求めて大阪地裁に提訴した。
労働組合を結成した直後に異動を命じられ「組合を作っ
たことへの見せしめだ」と訴えている。男性は 2014 年
に入社。太陽光発電事業部の統括部長を務めていたが、
18 年６に労働組合の分会を社内に結成すると、８月にメ
ンテナンス事業部への異動を命じられた。業務は発電設
備周辺の草刈りだけで、上司が監視する中、毎日約６時
間にわたって作業。炎天下や雨天でも休めなかった。他
にも部員はいるが、約 6600 平方メートルの敷地を１人
で担当することもあったという。

8/30 豊田市消防本部の消防士が部下に暴行を加えて
けがをさせるなどのパワーハラスメントをしたとして、
懲戒処分を受けた。停職 1 カ月の懲戒処分を受けたのは、
豊田市消防本部南消防署の消防司令補の男性（38）。豊
田市によると、消防司令補は６月、職場の親睦会で部下
の男性消防士（30）のあごのあたりをこぶしで複数回殴っ
た。また、７月には指示に従わなかったとして同じ消防
士の左ほほを平手で叩くなどし、およそ 1 カ月の通院が
必要なけがをさせた。

  企業に属さずフリーランスとして業務請負で仕
事をする人が 300 万人を超えることが、国の調査で分
かった。就業者全体の約５％で、少なくない数である。
仕事を発注する企業や団体との関係でフリーランスは
立場が弱く、不利な契約を押し付けられることが少なく
ない。業務請負は現行法では雇用関係ではなく、労働者
保護の法令は適用されない。国はフリーランスがさらに
増える可能性があるとみている。ならば、社会の安全網

（セーフティーネット）の外に置かれている状況は、改
善が急務ではないか。厚生労働省の検討会はフリーラン
スを「雇用類似の働き方」と位置づけ、法的位置づけの
あり方などを議論している。労災保険の特別加入の対象
にフリーランスを含めることなどが課題だ。保険料を仕
事の代金や報酬に上乗せする制度が必要ではないか。

8/6 道路舗装工事の「福田道路」（新潟市）で営業所
の課長だった男性 (46) が昨年５月にくも膜下出血で亡く
なったのは長時間労働が原因の過労死だったとして、厚
木労働基準監督署が労災認定したことが分かった。認定
は７月 29 日付。弁護士によるとパソコンの使用履歴な
どから最長で月 213 時間超の残業があったことなどが判
明した。

8/19 東京ドームシティシアターＧロッソでの戦隊
ヒーローショーに出演していた女性が、スタッフからセ
クハラなどのハラスメントを受けているとＳＮＳで訴え
ていた問題について、東映エージエンシーは公式サイト
で、同社社員１人、委託先の会社に所属するスタッフら
５人の計６人を処分したことを発表した。聞き取り調査
を行った結果、「ＳＮＳ上での訴えの内容は概ね事実で
あることが確認できました」と説明。東映エージエシー
社員１人について「厳正な処分」を行い、今後のヒーロー
ショーの制作にも関与させないことを決めたこと、委託
先の会社に所属するスタッフ５人については、「ハラス
メント等の内容に応じた出演停止も含む厳正な処分」を
行ったと説明した。

  金武町金武区事務所に勤務した 20 代男性職員が
当時の区長と 40 代同僚によるパワーハラスメントで自
殺に追いやられたとして、男性の両親が２人に損害賠償
を求めた訴訟が、那覇地裁で和解した。区長と同僚が遺
族に計７千万円支払う。区長は両親と男性の仏前で自殺
を引き起こしたことを認めて謝罪し、5500 万円を支払
う。同僚はパワハラに該当する行為をしたと認めて謝罪
し、1500 万円を支払う。区長は男性が入所した時から
威圧的な態度で怒鳴ることもあり、男性の人格や人間性
を否定し、雇用を不安にするような発言を繰り返したと
いう。同僚も同様な言動があったという。この問題では
沖縄労働基準監督署がパワハラ被害として労働災害を認
定した。

8/26 札幌トヨタ自動車（札幌市）の室蘭支店の男性
社員 (21) が 2017 年７月に自殺したのは職場のパワーハ
ラスメントが原因だとして、遺族が同社に慰謝料など約
4200 万円の損害賠償を求めて札幌地裁に提訴した。自
殺したのは、北海道内出身で、16 年４月に入社した石崎
来輝さん。石崎さんは生前、室蘭支店の複数の同僚から

「仕事ができないなら辞めればいい」「死ねばいいのに」
などの暴言を受けた。遺族側は、石崎さんが 16 年９月
に医療機関で適応障害と診断され、遺族が同社に相談し
ていたのに、別支店に配置換えするなどの対策が講じら
れず、パワハラも継続したと主張している。

  厚生労働省で、セクハラ・パワハラ被害に遭っ
た職員が４割超おり、仕事が多いと感じている職員は６
割を超える実態が、厚労省の若手チームが根本匠厚労相
に手渡した緊急の改革提言で明らかになった。20 ～ 30
代が中心の職員 38 人による「厚労省改革若手チーム」
は４月に発足。職員約 3800 人にアンケート（有効回答
1202 人）を実施。「パワハラやセクハラ等を受けたこと
がある」と答えた人は 46％おり、このうち 54％が「人
事上の不利益等を考慮して相談せず」「部局の相談員に
相談しづらい」などとした。人事異動などが「適切にな
されていると思わない」は 37％で、うち 38％が「セク
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８月の新聞記事から／19
表紙／安全標語のプラカードを紹介する全港湾大阪支部の藤原崇さん（右）

（８月21日熱中症学習交流会）

KNST

199

職業性胆管がんの今

死ぬまで元気です　vol.17　 右田孝雄

熱中症学習交流会開催　真夏の作業現場の実態を報告

労働組合によるコンプライアンス活動は業務妨害か？
　連帯労組関西生コン支部不当逮捕事件

安全のきいわあど　その30　一人親方

過労死防止対策推進シンポジウムのお知らせ

韓国からのニュース

前線から
　60歳保温工の腹膜中皮腫　親子２代のアスベスト被害
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